
(57)【要約】

【課題】緩衝ゴムの緩衝効果を低下させることがなく、

動力の伝達を常に良好に行うことができる動力伝達装置

を提供する。

【解決手段】緩衝ゴム４０を環状に形成するとともに、

その外周面及び内周面には互いに周方向に間隔をおいて

配置された複数の凸部４１，４２を設け、プーリ３０の

内周面及びトルク板５０の外周面には緩衝ゴム４０の外

周面及び内周面の凸部４１，４２に嵌合する凹部３１，

５１を設けたので、動力伝達時には緩衝ゴム４０を圧縮

方向及び剪断方向へ弾性変形させることができ、従来の

緩衝ゴムのように、圧縮方向のみの弾性変形により発生

する永久歪みによる緩衝効果の低下を防止することがで

きる。また、緩衝ゴム４０をリング状に一体に形成した

ので、組立作業を容易に行うことができ、生産性の向上

を図ることができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 部 か ら の 動 力 に よ っ て 回 転 す る 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 と 、 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 に よ っ て
回 転 す る 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 間 に 配 置 さ れ た 緩 衝 ゴ ム
と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 従 動 側 回 転 体 と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と 従
動 側 回 転 体 と の 間 に 所 定 の 大 き さ 以 上 の ト ル ク が 生 ず る と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 か ら 従 動
側 回 転 体 に 伝 達 さ れ る 動 力 を 遮 断 す る 動 力 遮 断 機 構 と を 備 え 、 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 の 回 転
力 を 緩 衝 ゴ ム を 介 し て 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 に 伝 達 す る よ う に し た 動 力 伝 達 装 置 に お い て 、
　 前 記 緩 衝 ゴ ム を 環 状 に 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 周 面 及 び 内 周 面 に は 互 い に 周 方 向 に 間
隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 凸 部 を そ れ ぞ れ 設 け 、
　 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 一 方 の 内 周 面 に 緩 衝 ゴ ム の 外 周 面 側 の 各 凸 部 に そ れ ぞ れ
嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 を 設 け る と と も に 、
　 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 他 方 の 外 周 面 に は 緩 衝 ゴ ム の 内 周 面 側 の 各 凸 部 に そ れ ぞ
れ 嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 を 設 け た
　 こ と を 特 徴 と す る 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 緩 衝 ゴ ム の 外 周 面 側 に お け る 各 凸 部 間 の 少 な く と も 一 部 の 面 を 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動
側 回 転 体 の 一 方 の 内 周 面 側 の 各 凹 部 間 の 面 に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接
触 さ せ る と と も に 、
　 緩 衝 ゴ ム の 内 周 面 側 に お け る 各 凸 部 間 の 少 な く と も 一 部 の 面 を 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回
転 体 の 他 方 の 外 周 面 側 の 各 凹 部 間 の 面 に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 さ
せ た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 緩 衝 ゴ ム の 外 周 面 側 に お け る 各 凸 部 間 の 少 な く と も 一 部 の 面 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆
動 側 回 転 体 の 一 方 の 内 周 面 側 の 各 凹 部 間 の 面 に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に
接 触 す る 突 起 部 を 設 け る と と も に 、
　 緩 衝 ゴ ム の 内 周 面 側 に お け る 各 凸 部 間 の 少 な く と も 一 部 の 面 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側
回 転 体 の 他 方 の 外 周 面 側 の 各 凹 部 間 の 面 に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触
す る 突 起 部 を 設 け た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 緩 衝 ゴ ム の 外 周 面 側 の 各 凸 部 と 内 周 面 側 の 各 凸 部 を 周 方 向 に 互 い 違 い に ず れ る よ う
に 配 置 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 動 力 遮 断 機 構 を 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 に 径 方 向 に 移 動 可 能 な 複 数 の ボ ー ル を 係 止 す
る こ と に よ っ て 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 動 力 を 従 動 側 回 転 体 に 伝 達 し 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体
と 従 動 側 回 転 体 と の 間 に 所 定 の 大 き さ 以 上 の ト ル ク が 生 ず る と 、 各 ボ ー ル を 従 動 側 回 転 体
の 径 方 向 に 移 動 さ せ て 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と の 係 止 を 解 除 す る よ う に 構 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 動 力 遮 断 機 構 を 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 及 び 従 動 側 回 転 体 の 一 方 に 設 け た 少 な く と も
一 つ の 係 合 部 を 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 及 び 従 動 側 回 転 体 の 他 方 に 係 合 す る こ と に よ っ て 第 ２
の 駆 動 側 回 転 体 の 動 力 を 従 動 側 回 転 体 に 伝 達 し 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と 従 動 側 回 転 体 と の
間 に 所 定 の 大 き さ 以 上 の ト ル ク が 生 ず る と 、 前 記 係 合 部 を 従 動 側 回 転 体 の 周 方 向 の 剪 断 力
に よ っ て 破 断 さ せ て 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と の 係 合 を 解 除 す る よ う に 構 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 係 合 部 を 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 及 び 従 動 側 回 転 体 の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 し た

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-201433 A 2005.7.28



　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 係 合 部 を 疲 労 限 度 が 高 い 金 属 材 料 か ら 形 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 係 合 部 と 係 合 す る 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 ま た は 従 動 側 回 転 体 を 合 成 樹 脂 か ら 形 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 、 ７ ま た は ８ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 ま た は 従 動 側 回 転 体 に 係 合 部 を 係 合 さ せ た 状 態 で 合 成 樹 脂 に よ り 成
型 す る こ と に よ り 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 及 び 従 動 側 回 転 体 を 一 体 に 形 成 し た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 、 ７ 、 ８ ま た は ９ 記 載 の 動 力 伝 達 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 車 両 用 空 気 調 和 装 置 に 用 い ら れ る 圧 縮 機 に 車 両 の 駆 動 源 か ら の 動 力 を
伝 達 す る 動 力 伝 達 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 動 力 伝 達 装 置 と し て は 、 動 力 源 か ら の 動 力 に よ っ て 回 転 す る プ ー リ と 、
プ ー リ に よ っ て 回 転 す る 伝 動 部 材 と 、 伝 動 部 材 に ト ル ク リ ミ ッ タ を 介 し て 連 結 さ れ た ハ ブ
と を 備 え 、 プ ー リ 及 び 伝 動 部 材 の 一 方 に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 軸 方 向 に 突 出 す る よ う に 設
け た 複 数 の 突 出 部 と 、 他 方 に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 突 出 部 を 受 容 す る よ う に 設 け た 複 数 の
受 容 部 と を 互 い に 対 向 さ せ る と と も に 、 一 方 の 突 出 部 と 他 方 の 受 容 部 と の 間 に そ れ ぞ れ 径
方 向 断 面 コ 字 状 に 形 成 さ れ た 緩 衝 ゴ ム を 介 在 さ せ 、 各 緩 衝 ゴ ム を 介 し て プ ー リ の 回 転 力 を
伝 動 部 材 に 伝 達 す る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ４ ７ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 動 力 伝 達 装 置 で は 、 プ ー リ に 回 転 力 が 加 わ る と 、 各 突 出 部 と 各 受 容
部 の 間 の 緩 衝 ゴ ム が 圧 縮 方 向 に 弾 性 変 形 し て 衝 撃 を 吸 収 し 、 伝 動 部 材 に 回 転 力 が 伝 達 さ れ
る よ う に な っ て い る た め 、 緩 衝 ゴ ム が 圧 縮 方 向 の 力 を く り 返 し 受 け る こ と に よ り 緩 衝 ゴ ム
が 永 久 歪 み を 生 じ て 各 突 出 部 及 び 各 受 容 部 と 緩 衝 ゴ ム と の 間 に 隙 間 が 生 じ 、 プ ー リ と 伝 動
部 材 と の 間 で 有 害 な 振 動 が 発 生 し た り 、 緩 衝 ゴ ム の 硬 化 に よ り 緩 衝 効 果 が 低 下 す る と い う
問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 複 数 の 突 出 部 及 び 複 数 の 受 容 部 に そ れ ぞ れ 緩 衝 ゴ ム を 介 在 さ せ て い る た め 、 部 品
点 数 及 び 組 み 付 け 工 数 が 多 く な り 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 前 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 緩 衝 ゴ ム
の 緩 衝 効 果 を 低 下 さ せ る こ と が な く 、 動 力 の 伝 達 を 常 に 良 好 に 行 う こ と が で き る 動 力 伝 達
装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 外 部 か ら の 動 力 に よ っ て 回 転 す る 第 １ の 駆 動 側 回
転 体 と 、 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 に よ っ て 回 転 す る 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆
動 側 回 転 体 の 間 に 配 置 さ れ た 緩 衝 ゴ ム と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 従 動
側 回 転 体 と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と 従 動 側 回 転 体 と の 間 に 所 定 の 大 き さ 以 上 の ト ル ク が 生
ず る と 、 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 か ら 従 動 側 回 転 体 に 伝 達 さ れ る 動 力 を 遮 断 す る 動 力 遮 断 機 構
と を 備 え 、 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 の 回 転 力 を 緩 衝 ゴ ム を 介 し て 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 に 伝 達 す
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る よ う に し た 動 力 伝 達 装 置 に お い て 、 前 記 緩 衝 ゴ ム を 環 状 に 形 成 す る と と も に 、 そ の 外 周
面 及 び 内 周 面 に は 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 凸 部 を そ れ ぞ れ 設 け 、 第
１ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 一 方 の 内 周 面 に 緩 衝 ゴ ム の 外 周 面 側 の 各 凸 部 に そ れ ぞ れ 嵌 合
す る 複 数 の 凹 部 を 設 け る と と も に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 の 他 方 の 外 周 面 に は 緩 衝
ゴ ム の 内 周 面 側 の 各 凸 部 に そ れ ぞ れ 嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 を 設 け て い る 。 こ れ に よ り 、 緩 衝
ゴ ム が 環 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 外 周 面 及 び 内 周 面 に は 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 側 回 転
体 に 設 け ら れ た そ れ ぞ れ の 凹 部 に 嵌 合 す る 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と か ら 、 緩 衝 ゴ ム は 周
方 向 に 圧 縮 さ れ る と と も に 、 そ の 凸 部 が 剪 断 方 向 に 弾 性 変 形 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 動 力 伝 達 時 に は 緩 衝 ゴ ム を 圧 縮 方 向 及 び 剪 断 方 向 へ 弾 性 変 形 さ せ る こ
と が で き る の で 、 従 来 の 緩 衝 ゴ ム の よ う に 、 圧 縮 方 向 の み の 弾 性 変 形 に よ り 発 生 す る 永 久
歪 み に よ る 緩 衝 効 果 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 緩 衝 ゴ ム を 環 状 に 一 体 に 形 成
し た の で 、 組 立 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 生 産 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ 乃 至 図 ７ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 図 １ は 動 力 伝 達 装 置 の 側 面 断 面
図 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 動 力 伝 達 装 置 の 分 解 斜 視 図 、 図 ４ は 動 力 伝 達 装 置 の 要 部 正 面 断 面 図 、
図 ５ は ハ ブ の 斜 視 図 、 図 ６ は 一 体 に 形 成 さ れ た ト ル ク 板 と ハ ブ の 側 面 断 面 図 、 図 ７ は 動 力
の 伝 達 を 遮 断 し た 状 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 要 部 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 動 力 伝 達 装 置 は 、 回 転 装 置 と し て の 圧 縮 機 １ ０ の 本 体 を 形 成 す る ハ ウ ジ ン グ ２ ０ と
、 動 力 源 か ら 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 第 １ の 駆 動 側 回 転 体 と し て の プ ー リ ３ ０ と 、 プ ー リ ３ ０
に 生 ず る 振 動 や 衝 撃 ま た は ト ル ク 変 動 を 吸 収 す る 緩 衝 ゴ ム ４ ０ と 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 介 し て
プ ー リ ３ ０ の 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 第 ２ の 駆 動 側 回 転 体 と し て の ト ル ク 板 ５ ０ と 、 圧 縮 機 １
０ の 回 転 軸 ２ １ に ト ル ク 板 ５ ０ の 回 転 力 を 伝 達 す る 従 動 側 回 転 体 と し て の ハ ブ ６ ０ と か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ は 円 筒 状 の 部 材 か ら な り 、 一 端 か ら 突 出 し た 回 転 軸 ２ １ に ト ル ク が 伝 達
さ れ る こ と に よ り 、 圧 縮 機 １ ０ 内 の 図 示 し な い 圧 縮 機 構 を 回 転 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 プ ー リ ３ ０ は 回 転 軸 ２ １ に 対 し て 同 軸 状 に 配 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に 設 け ら れ た ベ ア
リ ン グ ２ ２ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ー リ ３ ０ の 外 周 部 に 図 示 し な い 動 力 伝
達 用 の ベ ル ト を 巻 き 掛 け る こ と に よ り 、 動 力 源 か ら の ト ル ク が 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い
る 。 プ ー リ ３ ０ の 軸 方 向 一 端 側 の 内 周 面 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 凸 部 ４
１ と 嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 ３ １ が 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 緩 衝 ゴ ム ４ ０ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 か ら な り 、 断 面 四 角 形 状 の 環 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 面
に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ ー リ ３ ０ の 内 周 面 に 設 け ら れ た 各 凹 部 ３ １ と 嵌 合 す る 軸 方 向
断 面 四 角 形 状 の 凸 部 ４ １ が 周 方 向 に 交 互 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 内 周 面
に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ト ル ク 板 ５ ０ の 外 周 面 に 設 け ら れ た 後 述 す る 複 数 の 凹 部 ５ １ と
嵌 合 す る 軸 方 向 断 面 四 角 形 状 の 凸 部 ４ ２ が 周 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。 更 に 、
緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 側 の 各 凸 部 ４ １ と 内 周 面 側 の 各 凸 部 ４ ２ は 周 方 向 に 互 い 違 い に ず れ
る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト ル ク 板 ５ ０ は 、 熱 硬 化 性 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 を 環 状 に 形 成 し た 部 材 か ら な り 、 プ ー リ ３
０ の 軸 方 向 一 端 側 の 外 周 面 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 内 周 面 の 凸 部 ４ ２ に
嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 ５ １ が 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の と き 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周
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面 の 各 凸 部 ４ ２ 間 ４ ２ ′ が そ れ ぞ れ プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の
各 凹 部 ５ １ 間 ５ １ ′ の 面 を 互 い に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 す る よ う
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ト ル ク 板 ５ ０ と プ ー リ ３ ０ と の 間 に は 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 膨 張 を 許 容 す る 隙 間 が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ハ ブ ６ ０ は 、 ア ル ミ 等 の 金 属 製 の 材 料 を 環 状 に 形 成 し た 部 材 か ら な り 、 そ の 径 方 向 中 央
に は 回 転 軸 ２ １ を 連 絡 す る ス プ ラ イ ン 構 成 の 連 結 部 ６ １ が 設 け ら れ 、 ボ ル ト ２ ３ に よ り 回
転 軸 ２ １ に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ハ ブ ６ ０ の 軸 方 向 一 端 面 に は 、 図 ５ に 示
す よ う に 、 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 突 起 部 と し て の 係 合 ピ ン ６ ２ が 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お
い て 一 体 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ハ ブ ６ ０ は ト ル ク 板 ５ ０ を 組 付 け た 状 態 で 合 成 樹 脂 を
成 型 す る こ と に よ り ト ル ク 板 ５ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 図 ６ に 示 す よ う に
、 ハ ブ ６ ０ の 係 合 ピ ン ６ ２ は 合 成 樹 脂 に 覆 わ れ る の で 、 ト ル ク 板 ５ ０ に 対 し て ハ ブ ６ ０ の
周 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 動 力 伝 達 装 置 に お い て 、 動 力 源 か ら の 動 力 が プ ー リ ３ ０ に 伝 達
さ れ る と 、 プ ー リ ３ ０ と 一 体 に ト ル ク 板 ５ ０ が 回 転 す る 。 そ の 際 、 プ ー リ ３ ０ の 回 転 力 は
緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 介 し て ト ル ク 板 ５ ０ に 伝 達 さ れ 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ が プ ー リ ３ ０ の 凹 部 ３ １ と
ト ル ク 板 ５ ０ の 凹 部 ５ １ と の 間 で 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 急 激 な 回 転 変 動 等 に よ る 衝 撃
が 吸 収 さ れ る 。 ま た 、 ト ル ク 板 ５ ０ の 回 転 力 は 係 合 ピ ン ６ ２ を 介 し て ハ ブ ６ ０ に 伝 達 さ れ
、 ハ ブ ６ ０ と 共 に 回 転 軸 ２ １ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 圧 縮 機 １ ０ の 焼 き 付 き な ど に よ り 、 プ ー リ ３ ０ 側 に 過 大 な 回 転 負 荷 が 加
わ る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ハ ブ ６ ０ に 設 け ら れ た 係 合 ピ ン ６ ２ の 基 端 部 ６ ２ ａ が 破 断 し
、 ト ル ク 板 ５ ０ か ら ハ ブ ６ ０ へ の ト ル ク の 伝 達 が 遮 断 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 プ ー リ ３ ０ と
圧 縮 機 １ ０ と の 連 結 が 解 除 さ れ て プ ー リ ３ ０ の み が 回 転 す る こ と か ら 、 動 力 源 に 過 大 な 回
転 負 荷 が 加 わ る こ と が な い 。 ま た 、 ハ ブ ６ ０ に 設 け ら れ た 係 合 ピ ン ６ ２ の 外 径 ま た は 径 方
向 の 中 心 か ら の 距 離 と そ の 本 数 に よ っ て 係 合 ピ ン ６ ２ が 破 断 す る ト ル ク の 大 き さ を 任 意 に
設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 動 力 伝 達 装 置 に よ れ ば 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 環 状 に 形 成 す る と と も に 、 そ の 外
周 面 及 び 内 周 面 に は 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 複 数 の 凸 部 ４ １ ， ４ ２ を 設 け
、 プ ー リ ３ ０ の 内 周 面 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 外 周 面 に は 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 及 び 内 周 面 の
凸 部 ４ １ ， ４ ２ に 嵌 合 す る 凹 部 ３ １ ， ５ １ を 設 け た の で 、 動 力 伝 達 時 に は 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を
圧 縮 方 向 及 び 剪 断 方 向 へ 弾 性 変 形 さ せ る こ と が で き 、 従 来 の 緩 衝 ゴ ム の よ う に 、 圧 縮 方 向
の み の 弾 性 変 形 に よ り 発 生 す る 永 久 歪 み に よ る 緩 衝 効 果 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
ま た 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を リ ン グ 状 に 一 体 に 形 成 し た の で 、 組 立 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き
、 生 産 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周 面 の 各 凸 部 ４ ２ 間 ４ ２ ′ が
そ れ ぞ れ プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部 ５ １ 間 ５ １ ′ の 面 と
互 い に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 を 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 す る よ う に 形 成 さ れ て い る の で 、 緩
衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周 面 の 各 凸 部 ４ ２ 間 ４ ２ ′ と プ ー リ ３ ０
の 各 凸 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部 ５ １ 間 ５ １ ′ と の 間 の 周 方 向 の 移 動 を 防
止 す る こ と が で き 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 及 び 内 周 面 に 設 け ら れ た 複 数 の 凸 部 ４ １ ， ４ ２
に 永 久 歪 み が 生 じ た 場 合 で も 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 凸 部 ４ １ ， ４ ２ と プ ー リ ３ ０ 及 び ト ル ク 板
５ ０ の 凹 部 ３ １ ， ５ １ の 間 の 周 方 向 の が た つ き に よ る 振 動 や 衝 撃 音 の 発 生 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 ま た 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ と 内 周 面 の 各 凸 部 ４ ２ を 周 方 向 に 互 い 違 い に
ず れ る よ う に 配 置 し た の で 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ に 対 し て 確 実 に 剪 断 力 を 作 用 さ せ る こ と が で き
、 よ り 一 層 圧 縮 力 に よ る 永 久 歪 み を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 ト ル ク 板 ５ ０ 及 び ハ ブ ６ ０ を 係 合 ピ ン ６ ２ に よ っ て 連 結 し 、 所 定 の 大 き さ 以 上 の
ト ル ク が 生 ず る と 係 合 ピ ン ６ ２ を 剪 断 力 に よ っ て 破 断 さ せ て 、 ト ル ク 板 ５ ０ と 圧 縮 機 １ ０
と の 連 結 を 解 除 す る よ う に し た の で 、 簡 単 な 構 造 に よ り 確 実 に 圧 縮 機 １ ０ と プ ー リ ３ ０ と
の ト ル ク の 伝 達 を 遮 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 係 合 ピ ン ６ ２ を ト ル ク 板 ５ ０ 及 び ハ ブ ６ ０ の 軸 方 向 に 延 び る よ う に 形 成 し た の で
、 係 合 ピ ン ６ ２ を 所 定 の 剪 断 力 に よ っ て 確 実 に 破 断 さ せ る こ と が で き 、 ト ル ク の 伝 達 を 遮
断 す る 回 転 力 を 容 易 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ハ ブ ６ ０ を 疲 労 限 度 が 高 い 金 属 材 料 か ら 形 成 し た の で 、 通 常 の ト ル ク 伝 達 時 の 疲
労 に よ る 破 断 を 防 止 す る こ と が で き 、 動 力 遮 断 機 構 の 信 頼 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ト ル ク 板 ５ ０ を 合 成 樹 脂 か ら 形 成 し た の で 、 容 易 に 加 工 す る こ と が で き 、 製 造 コ
ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 ト ル ク 板 ５ ０ を ハ ブ ６ ０ の 係 合 ピ ン ６ ２ を 係 合 さ せ た 状 態 で 合 成 樹 脂 に よ っ て 成
型 す る こ と に よ り ハ ブ ６ ０ と 一 体 に 形 成 し た の で 、 組 立 工 程 に お い て ト ル ク 板 ５ ０ と ハ ブ
６ ０ を 組 付 け る こ と な く 一 部 品 と し て 扱 う こ と が で き 、 組 立 工 数 の 低 減 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 金 属 製 の ハ ブ ６ ０ を ト ル ク 板 ５ ０ が 配 置 さ れ た 状 態 で 合 成 樹 脂
を 成 型 す る こ と に よ り ト ル ク 板 ５ ０ と 一 体 に 形 成 し た も の を 示 し た が 、 ト ル ク 板 ５ ０ に 係
合 孔 を 設 け て 係 合 ピ ン ６ ２ と 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 ハ ブ ６ ０ を ト ル ク 板 ５ ０ に 取 付 け る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周 面 の 各
凸 部 ４ ２ 間 ４ ２ ′ が そ れ ぞ れ プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部
５ １ 間 ５ １ ′ の 面 を 互 い に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 さ せ る よ う に 形
成 し た も の を 示 し た が 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周 面 の 各 凸 部
４ ２ 間 ４ ２ ′ が そ れ ぞ れ プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部 ５ １
間 ５ １ ′ の 少 な く と も 一 部 を 互 い に 径 方 向 に 接 触 さ せ る よ う に 形 成 し て も よ い し 、 図 ８ 及
び 図 ９ に 示 す よ う に 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 外 周 面 の 各 凸 部 ４ １ 間 ４ １ ′ 及 び 内 周 面 の 各 凸 部 ４
２ 間 ４ ２ ′ の そ れ ぞ れ 少 な く と も 一 部 に 、 プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ の 面 を 互 い に
周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 さ せ る と と も に 、 ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部 ５
１ 間 ５ １ ′ の 面 を 互 い に 周 方 向 に 摩 擦 抵 抗 が 生 ず る よ う に 径 方 向 に 接 触 さ せ る 突 起 部 ４ ３
ま た は 軸 方 向 に 延 び る 延 出 部 ４ ４ を 形 成 し 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 各 突 起 部 ４ ３ ま た は 延
出 部 ４ ４ と プ ー リ ３ ０ の 各 凹 部 ３ １ 間 ３ １ ′ 及 び ト ル ク 板 ５ ０ の 各 凹 部 ５ １ 間 ５ １ ′ を 接
触 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 図 １ １ は 動 力 伝 達 装 置 の 側
面 断 面 図 、 図 １ ２ は 動 力 の 伝 達 を 遮 断 し た 状 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
尚 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 と 同 等 の 構 成 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 圧 縮 機 は 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 介 し て プ ー リ ３ ０ の 回 転 力 が 伝 達 さ れ る 第 ２ の
駆 動 側 回 転 体 と し て の ト ル ク 板 ７ ０ と 、 圧 縮 機 １ ０ の 回 転 軸 ２ １ に ト ル ク 板 ５ ０ の 回 転 力
を 伝 達 す る 従 動 側 回 転 体 と し て の ハ ブ ８ ０ と 、 ト ル ク 板 ７ ０ の 回 転 力 を ハ ブ ８ ０ に 伝 達 す
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る 複 数 の ボ ー ル ９ ０ と 、 各 ボ ー ル ９ ０ を 軸 方 向 に 押 圧 す る 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ と を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ト ル ク 板 ７ ０ は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 外 周 面 は 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 内 周 面 の 凸 部 ４ ２
に 嵌 合 す る 複 数 の 凹 部 ７ １ が 互 い に 周 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。 ト ル ク 板 ７ ０
の 内 周 面 に は 各 ボ ー ル ９ ０ に 径 方 向 外 側 か ら 係 止 す る 係 止 リ ン グ ７ ２ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 係 止 リ ン グ ７ ２ の 内 周 面 に は 互 い に 所 定 角 度 を な す 複 数 の テ ー パ 面 ７ ３ が 形 成 さ れ 、
各 ボ ー ル ９ ０ は 互 い に 隣 り 合 う テ ー パ 面 ７ ３ に 当 接 す る こ と に よ り 、 径 方 向 外 側 に 位 置 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ハ ブ ８ ０ は 円 板 状 に 形 成 さ れ 、 ト ル ク 板 ７ ０ の 内 周 面 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ハ ブ ８ ０ の
一 端 面 側 に は 回 転 軸 ２ １ を 連 結 す る 連 結 部 ８ １ が 設 け ら れ 、 回 転 軸 ２ １ は ハ ブ ８ ０ の 他 端
面 側 か ら 螺 合 す る ナ ッ ト ８ ２ に よ っ て ハ ブ ８ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 ハ ブ ８ ０ の 他 端 面 に は
各 ボ ー ル ９ ０ を そ れ ぞ れ 径 方 向 に 移 動 自 在 に 係 合 す る 複 数 の ボ ー ル 溝 ８ ３ が 互 い に 周 方 向
に 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、 各 ボ ー ル ９ ０ は ボ ー ル 溝 ８ ３ の 内 側 面 に 周 方 向 に 係 止 し て い る
。 こ の 場 合 、 各 ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方 向 外 側 に は 軸 方 向 に 突 出 す る 凸 部 ８ ４ が 設 け ら れ 、 凸
部 ８ ４ は ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方 向 外 側 に 位 置 す る ボ ー ル ９ ０ に 軸 方 向 に 当 接 す る よ う に な っ
て い る 。 ま た 、 ハ ブ ８ ０ の 他 端 面 の 径 方 向 に 中 央 部 に は 、 ナ ッ ト ８ ２ を 覆 う よ う に 軸 方 向
に 筒 状 に 延 び る 延 出 部 ８ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ は ハ ブ ８ ０ の 延 出 部 ８ ５ に 軸 方 向 に 移 動 自 在 に 係 合 し て お り 、 そ の 一
端 側 は 各 ボ ー ル ９ ０ に 当 接 し て い る 。 押 圧 リ ン グ ９ ０ の 一 端 面 に は 径 方 向 外 側 か ら 内 側 に
向 か っ て 徐 々 に 軸 方 向 に 突 出 す る 傾 斜 面 １ ０ １ が 設 け ら れ 、 傾 斜 面 １ ０ １ の 径 方 向 外 側 に
は 各 ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方 向 外 側 に 位 置 す る ボ ー ル ９ ０ が そ れ ぞ れ 当 接 し て い る 。 押 圧 リ ン
グ １ ０ ０ の 他 端 面 側 に は ハ ブ ８ ０ の 延 出 部 ８ ５ に 係 合 す る 皿 バ ネ １ ０ ２ が 設 け ら れ 、 皿 バ
ネ １ ０ ２ に よ っ て 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ が ボ ー ル ９ ０ 側 に 付 勢 さ れ て い る 。 皿 バ ネ １ ０ ２ は 延
出 部 ８ ５ に 螺 合 す る 環 状 の ナ ッ ト １ ０ ３ と 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ と の 間 に 圧 縮 状 態 で 配 置 さ れ
、 ナ ッ ト １ ０ ３ の 締 め 付 け 力 を 調 整 す る こ と に よ り 、 皿 バ ネ １ ０ ２ に よ る 押 圧 リ ン グ １ ０
０ の 押 圧 力 を 任 意 に 設 定 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 動 力 伝 達 装 置 に お い て 、 動 力 源 か ら の 動 力 が プ ー リ ３ ０ に 伝 達
さ れ る と 、 プ ー リ ３ ０ と 一 体 に ト ル ク 板 ７ ０ が 回 転 す る 。 そ の 際 、 プ ー リ ７ ０ の 回 転 力 は
緩 衝 ゴ ム ４ ０ を 介 し て ト ル ク 板 ７ ０ に 伝 達 さ れ 、 緩 衝 ゴ ム ４ ０ の 凸 部 ４ １ ， ４ ２ が プ ー リ
３ ０ の 凹 部 ３ １ と ト ル ク 板 ７ ０ の 凹 部 ７ １ と の 間 で 弾 性 変 形 す る こ と に よ り 、 急 激 な 回 転
変 動 等 に よ る 衝 撃 が 吸 収 さ れ る 。 ま た 、 ト ル ク 板 ７ ０ の 回 転 力 は 係 止 リ ン グ ７ ２ 及 び 各 ボ
ー ル ９ ０ を 介 し て ハ ブ ８ ０ に 伝 達 さ れ 、 ハ ブ ８ ０ と 共 に 回 転 軸 ２ １ が 回 転 す る 。 そ の 際 、
各 ボ ー ル ９ ０ は 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ の 傾 斜 面 １ ０ １ に よ っ て 各 ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方 向 外 側 に
押 圧 さ れ て お り 、 各 ボ ー ル ９ ０ が 係 止 リ ン グ ７ ２ の テ ー パ 面 ７ ３ に 周 方 向 に 係 止 す る こ と
に よ り 、 ト ル ク 板 ７ ０ の 回 転 力 が ハ ブ ８ ０ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 例 え ば 圧 縮 機 １ ０ の 焼 き 付 き な ど に よ り 、 プ ー リ ３ ０ 側 に 過 大 な 回 転 負 荷 が 加
わ る と 、 係 止 リ ン グ ７ ２ の テ ー パ 面 ７ ３ の 押 圧 に よ り 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 各 ボ ー ル ９ ０
が 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ の 押 圧 力 に 抗 し て ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方 向 内 側 に 移 動 す る 。 こ れ に よ り
、 各 ボ ー ル ９ ０ が ボ ー ル 溝 ８ ３ の 凸 部 ８ ４ と 押 圧 リ ン グ １ ０ ０ に よ り ボ ー ル 溝 ８ ３ の 径 方
向 内 側 に 保 持 さ れ 、 各 ボ ー ル ９ ０ が 係 止 リ ン グ ７ ２ と 係 止 不 能 な 位 置 に 拘 束 さ れ る こ と か
ら 、 ト ル ク 板 ７ ０ が ハ ブ ８ ０ に 対 し て 空 転 し 、 プ ー リ ３ ０ 側 か ら 回 転 軸 ２ １ へ の 動 力 の 伝
達 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 動 力 伝 達 装 置 に よ れ ば 、 ト ル ク 板 ７ ０ に 径 方 向 に 移 動 可 能 な
複 数 の ボ ー ル ９ ０ を 係 止 す る こ と に よ っ て ト ル ク 板 ７ ０ の 動 力 を ハ ブ ８ ０ に 伝 達 し 、 ト ル
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ク 板 ７ ０ と ハ ブ ８ ０ と の 間 に 所 定 の 大 き さ 以 上 の ト ル ク が 生 ず る と 、 各 ボ ー ル ９ ０ を ハ ブ
８ ０ の 径 方 向 に 移 動 さ せ て ト ル ク 板 ７ ０ と の 係 止 を 解 除 す る よ う に し た の で 、 所 定 の ト ル
ク に よ り 確 実 に 動 力 の 伝 達 を 遮 断 す る こ と が で き 、 遮 断 す る ト ル ク を 任 意 に 設 定 す る こ と
が で き る と と も に 、 よ り 高 精 度 に 動 力 を 遮 断 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 側 面 断 面 図
【 図 ２ 】 動 力 伝 達 装 置 の 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 動 力 伝 達 装 置 の 分 解 斜 視 図
【 図 ４ 】 動 力 伝 達 装 置 の 要 部 正 面 断 面 図
【 図 ５ 】 動 力 伝 達 装 置 の ハ ブ を 示 す 斜 視 図
【 図 ６ 】 一 体 に 形 成 さ れ た ト ル ク プ レ ー ト 及 び ハ ブ の 側 面 断 面 図
【 図 ７ 】 動 力 を 遮 断 し た 状 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 要 部 側 面 断 面 図
【 図 ８ 】 そ の 他 の 例 を 示 す 緩 衝 ゴ ム の 斜 視 図
【 図 ９ 】 そ の 他 の 例 を 示 す 緩 衝 ゴ ム の 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 そ の 他 の 例 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 要 部 正 面 断 面 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 側 面 断 面 図
【 図 １ ２ 】 動 力 を 遮 断 し た 状 態 を 示 す 動 力 伝 達 装 置 の 側 面 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ０ … 圧 縮 機 、 ３ ０ … プ ー リ 、 ３ １ … 凹 部 、 ４ ０ … 緩 衝 ゴ ム 、 ４ １ … 凸 部 、 ４ ２ … 凸 部
、 ５ ０ … ト ル ク 板 、 ５ １ … 凹 部 、 ６ ０ … ハ ブ 、 ６ ２ … 係 合 ピ ン 。

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 2005-201433 A 2005.7.28



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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